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　「総合教育会議」は、市長と教育委員
会が、地域の教育課題等について、意
見交換や協議を行う場です。

　平成３０年９月２８日、市役所において、「第２次教育振興基本計画（素案）」
を議題に、平成３０年度第１回の会議が開催されました。教育委員からは、
目標達成の進捗度の測り方や現行計画との違い等の再確認があり、施策ご
とでは、「理科の学習における基礎的・基本的な知識や技能は、実生活に
おける活用や論理的思考の基盤として重要な意味を持つ。新たに理数教育
の向上を加えたことは大きな意義がある」「学力向上には教員の働き方改革
も大きく関わってくる。教員は教科を教える以外に、日常的に事務的作業
に追われている。教育委員会だけではなく、市も含めてバックアップして
いくことが必要だ」「計画の内容は学校、保護者をはじめ地域の方に届いて
こそ生きてくる。周知方法に工夫をしてほしい」等の意見がありました。
　市長からは、生涯学習分野について、「今後も高齢者の行政への参画が不
可欠であり、それまでの職場での経験や生涯学習で培った力を地域で生か
していただきたい」。さらに、現行計画にはなかった新たな柱である「オリ
ンピック・パラリンピック」関連では、「２０２０年の東京オリンピック・パ
ラリンピックの開催に関わる事業は市全体で取り組んでいくので、市民の
皆様にはさまざまな形で参加していただき、それぞれのレガシーを残して
いただきたい」との発言がありました。
　第２回は平成３０年１１月８日、市役所において、「平成３１年度予算（教育費）
について」を議題に、教育委員から市長に、教育委員会が所管する事業に
ついて個別の要望を申し述べました。
　※会議の詳細は市のホームページに掲載している議事録等を参照願います。
　詳しくは教育総務課庶務係☎４７０・７７７５へ。

 　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
新
し
い

時
代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可
能

な
指
導
や
運
営
体
制
の
構
築
に
向

け
て
、
教
員
の
働
き
方
改
革
を
見

直
す
た
め
、
学
校
長
・
教
員
等
を

委
員
と
す
る
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
平
成　

年　

月
、

３０

１０

同
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
教
員

の
専
門
性
を
生
か
し
つ
つ
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
で
き

る
、
教
員
の
環
境
整
備
に
取
り
組

む
た
め
の
計
画
で
あ
る
「
東
久
留

米
市
立
学
校
働
き
方
改
革
実
施
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
目
指
す
目
標
値

と
し
て
、
①
教
員
の
週
当
た
り
の

在
校
時
間
を　

時
間
以
内
と
す

６０

る
、
②
週
休
日
で
あ
る
土
曜
日
、

日
曜
日
の
ど
ち
ら
か
一
方
は
必
ず

休
む
よ
う
に
す
る
、
③
教
員
の
ラ

イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
の
満
足

度
を
年
度
ご
と
に
改
善
さ
せ
る
、

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

東
久
留
米
市
立
学
校

働
き
方
改
革
実
施
計
画

ま
と
ま
る

　

そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
教

員
の
出
退
勤
管
理
に
向
け
た
タ
イ

ム
レ
コ
ー
ダ
や
音
声
応
答
装
置
の

導
入
、
夏
季
休
業
期
間
中
の
５
日

間
の
連
続
閉
庁
日
な
ど
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
定

点
観
測
を
行
う
こ
と
で
経
年
比
較

を
行
っ
て
検
証
し
、
教
員
の
意
識

改
革
を
進
め
、
確
実
な
改
革
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
教
育
総
務
課
庶
務
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
５
ま
た
は
指

導
室
☎
４
７
０
・
７
７
８
１
へ
。

 　
「
東
久
留
米
市
立
学
校
働
き
方

改
革
実
施
計
画
」
で
は
、「
部
活
動

の
負
担
の
軽
減
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
市
内
の
中
学
校
教
員
を
委
員

と
す
る
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
平
成　

年　

月
、
同
委

３０

１１

員
会
か
ら
報
告
を
受
け
、
市
立
中

東
久
留
米
市
立
学
校

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ま
と
ま
る

学
校
の
部
活
動
を
対
象
と
し
、
生

徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
、
学
校
生

活
全
体
の
中
で
の
適
切
な
部
活
動

に
つ
い
て
、
地
域
・
学
校
・
競
技

種
目
等
に
応
じ
た
多
様
な
形
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
「
東
久

留
米
市
立
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
学
期

中
は
、
週
当
た
り
２
日
以
上
の
休

養
日
を
設
け
る
。（
平
日
は
１
日

以
上
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
は
少

な
く
と
も
１
日
以
上
を
休
養
日
と

す
る
。
週
末
に
大
会
参
加
等
で
活

動
し
た
場
合
に
は
、
休
養
日
を
他

の
日
に
振
り
替
え
る
）」
な
ど
の

「
休
養
日
の
設
定
」
等
を
具
体
的

に
示
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
が
運
動
や
文
化
活
動
を
楽

し
む
こ
と
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
心

身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
心
身
の
成
長
と
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
指
導
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

 　
〔
教
育
委
員
会
委
員
が
再
任
〕

　

平
成　

年
第
３
回
市
議
会
定
例

３０

会
に
お
い
て
、馬
場
そ
わ
か
氏（
保

護
者
枠
）
が
議
会
の
同
意
を
得
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
平
成

　

年　

月
１
日
〜
平
成　

〔
２
０

３０

１０

３４

２
２
〕
年
９
月　

日
の
４
年
間
）。

３０

 　
「
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
て
以

来
、
教
育
委
員
会
の
会
議
に
お
い

て
事
務
局
か
ら
教
育
行
政
の
報
告

を
受
け
た
り
、
ま
た
直
接
、
学
校

の
研
究
授
業
や
行
事
、
生
涯
学
習

関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
出
席

し
た
り
、
文
科
省
の
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
市
政

や
教
育
行
政
の
一
端
に
触
れ
て
き

教
育
委
員
会
の
動
き馬場委員

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
先
生
方

は
東
久
留
米
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま

し
た
。
私
た
ち
教
育
委
員
は
、
教

育
行
政
の
重
要
な
方
針
を
決
定
し

て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
出
来
る
限
り
自
分
の
足
で

出
向
い
て
見
聞
き
し
、
考
え
を
深

め
、
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
教
育
委
員

と
し
て
一
番
に
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感

の
低
さ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
る

の
に
、
自
分
で
そ
の
こ
と
を
認
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
大

人
、
保
護
者
、
教
師
、
地
域
の
方

々
に
お
願
い
で
す
。
周
り
に
い
る

子
ど
も
た
ち
の
良
さ
に
目
を
向
け

て
く
だ
さ
い
。
１
日　

分
間
だ
け

１０

で
も
、一
緒
に
遊
ぶ
で
も
い
い
し
、

授
業
や
部
活
に
今
ま
で
よ
り
熱
を

込
め
て
も
ら
う
の
で
も
い
い
し
、

笑
顔
で
挨
拶
し
た
り
、
目
を
か
け

る
だ
け
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

東
久
留
米
の
子
ど
も
た
ち
の
自
信

と
希
望
を
、
大
人
が
守
っ
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
教

育
委
員
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
〔
教
育
委
員
会
の
審
議
結
果
〕

　

平
成　

年
第
７
回
定
例
会
か

３０

ら
、
平
成　

年
第
３
回
臨
時
会
ま

３１

で
の
議
案
の
審
議
内
容
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

　
《
議
案
》　

件
（
条
例
制
定
依
頼

３２

１
件
、
規
則
・
規
程
等
の
改
正
８

件
、
計
画
・
方
針
・
報
告
書
等
の

決
定
６
件
、
文
化
財
の
指
定
１

件
、
予
算
関
係
３
件
、
教
科
書
採

択
４
件
、
請
願
１
件
、
生
徒
表
彰

１
件
、
人
事
７
件
）。
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
教
育
総
務
課
庶
務
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
５
へ
。
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
滝
山
小
学
校
、

第
八
小
学
校
、
第
四
小
学
校
の
適
正
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年　

月
、「
西
部
地
域

３０

１２

小
学
校
再
編
成
（
下
里
小
学
校
の
閉
校
）
に
向

け
た
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
下
里
小

学
校
は
全
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
同
校
で

は
、
保
護
者
や
地
域
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
下
、

学
校
の
努
力
と
工
夫
で
小
人
数
の
良
さ
を
引
き

出
す
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
人
数
の

場
合
、
一
般
的
に
は
学
校
運
営
上
や
教
職
員
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
下
里
小
学
校
の
教
育
環
境
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
同
校
を
第
十
小
学

校
に
統
合
す
る
こ
と
を
基
本
に
、平
成　

年（
２

３２

０
２
０
年
）
４
月
に
下
里
小
学
校
を
第
十
小
学

校
に
統
合
し
、平
成　

年
度
末（
２
０
２
０
年
３

３１

月
末
）に
下
里
小
学
校
は
閉
校
と
し
て
い
ま
す
。

西
部
地
域
小
学
校
再
編
成

（
下
里
小
学
校
の
閉
校
）
に

向
け
た
実
施
計
画
ま
と
ま
る

市
立
小
学
校
の
再
編
成

学
校
再
編
成
後
の
通
学
区
域
と
調
整
区
域
に
つ

い
て
は
、
下
里
小
学
校
を
第
十
小
学
校
に
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
適
正
規
模
の
学
級
数
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
里
小
学
校
の
全

通
学
区
域
を
第
十
小
学
校
の
通
学
区
域
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
統
合
後
の
第
十
小
学
校
が
適
正

な
学
校
規
模
を
保
て
る
範
囲
と
し
て
、
平
成　
３０

年
度
に
下
里
小
学
校
に
在
籍
し
、
同
校
の
閉
校

時
に
下
里
三
丁
目
に
住
所
の
あ
る
在
籍
児
童

は
、
統
合
時
に
第
七
小
学
校
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
▽
平
成　

年
度
に
６
年
生
と
な
る
現

３２

４
年
生
は
、
下
里
三
丁
目
以
外
に
住
所
の
あ
る

在
籍
児
童
も
、
統
合
時
に
第
七
小
学
校
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
は
、
統
合
１
年
前
か
ら
第
十
小
学
校
と
下

里
小
学
校
で
交
流
授
業
を
行
う
▽
統
合
後
の
第

十
小
学
校
に
教
員
の
加
配
を
行
い
、
組
織
体
制

の
充
実
を
図
る
▽
通
学
区
域
の
変
更
に
伴
う
安

全
対
策
と
し
て
新
た
な
交
通
擁
護
員
の
配
置
に

努
め
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
第
十
小
学
校
の

施
設
整
備
を
進
め
る
な
ど
し
、
適
正
化
の
実
施

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
下
里
小
学
校
の

閉
校
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
第
１
回
市
議
会

３１

定
例
会
に
、「
東
久
留
米
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正
」
の
議
案
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
学
事
係
☎
４
７
０
・
７
７

７
９
へ
。

〔
基
本
施
策
Ⅳ
の
１
〕　
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集
、
提
供
、
相
談
支
援
な

ど
各
種
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
生
涯
学
習
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
指
定
管
理
者
等
と
市
民
が
連
携
し
、
そ
れ
を
市
が
応
援
し
て

い
く
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〔
基
本
施
策
Ⅳ
の
２
〕　

地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に
は
市
民

同
士
が
学
び
合
い
、
教
え
合
う
相
互
学
習
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
環
境
を
醸

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
学
習
活
動
を
通
じ
て
市
民

の
自
立
に
向
け
た
意
識
を
高
め
、
学
習
の
成
果
を
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
結
び
付

け
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
習
活
動
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
芸
術
活
動
、
伝
統
文
化
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身

と
も
に
豊
か
に
成
長
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
放
課
後
の
子

ど
も
た
ち
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
放
課
後
子
供
教
室
」
を
整
備
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

〔
基
本
施
策
Ⅳ
の
３
〕　

図
書
館
は
「
地
域
を
支
え
る
図
書
館
」
を
基
本
理
念
と

し
、
市
民
の
課
題
解
決
に
役
立
ち
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
次
代
に
継

承
す
る
た
め
、
東
久
留
米
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
保
存
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

〔
基
本
施
策
Ⅳ
の
４
〕　

市
内
に
は
、
東
京
都
指
定
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
史

跡
や
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
郷
土
芸
能
な
ど
が
多
数
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
都
市
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
か
ら
文
化
財
の
保
存
環
境
が
変
化

し
、維
持
や
保
存
・
継
承
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
文
化
財
に
対
す
る

保
護
意
識
の
醸
成
の
た
め
、
市
民
へ
の
啓
発
や
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
人
材
の
育
成
や
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〔
基
本
施
策
Ⅳ
の
５
〕　

市
民
の
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
、
体
力
の
保
持
・
増
進
や
地
域
で
の
交
流
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、

き
っ
か
け
づ
く
り
や
機
会
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
を
安
全
・
安
心
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
、

指
導
員
や
団
体
の
運
営
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
・
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

【学校教育分野】「スポーツを通して心身を向上させ、文化・国籍などさまざまな違いを乗り越え、友
情、連帯感、フェアプレーの精神をもって、平和でよりよい世界の実現に貢献すること」を目指すオリ
ンピックの精神（オリンピズム）や、パラリンピックのもつ「勇気」「決断力」「平等」「鼓舞」といっ

た価値は、学校教育の目指すところに相通ずるものです。東京２０２０大会と、その後に児童・生徒の心に残るレガシーとして、「ボランティアマインド」「障害者
理解」「スポーツ志向」「日本人としての自覚と誇り」「豊かな国際感覚」を育てます。
【生涯学習分野】東京２０２０大会への機運醸成を高めるために、市民スポーツの振興や、さらなる施策が求められています。そのため、市民の間でオリンピッ
ク・パラリンピックへの機運を高めるための事業を、さまざまな機会を通じて展開していきます。

〔基本施策１　生涯にわたる学習活動の充実〕
（１）学習・交流の機会の提
供と環境の整備
〔基本施策２　地域教育力の
再構築と地域課題の解決〕
（１）地域教育力の再構築と
地域課題の解決　（２）放課後
子供教室の推進
〔基本施策３　図書館サービ
スの充実〕
（１）図書館サービスの充実　①資料・情報提供の充実と学習支
援　②地域資料・行政資料の収集・保存　③子ども読書活動の推
進　④効率的で持続可能な図書館運営の推進
〔基本施策４　文化財の保護と活用〕
（１）文化財の調査と保護の推進　（２）文化財
の活用と確実な伝承・継承の推進
〔基本施策５　市民スポーツの振興〕
（１）市民スポーツの振興　①スポーツ事業の充
実　②スポーツ環境の整備

総合教育会議を開催
M MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM

（１面から続く）

Ⅳ　生涯学習社会の構築〜生涯学習〜

オリンピック・パラリンピックの精神を生かした
教育の充実【学校教育分野】【生涯学習分野】

「放課後子供教室」とは…児童を
対象に、放課後等に学校施設を活
用して、学習支援や体験活動、交
流活動を多様なプログラムを実施
する文部科学省による事業です。
本市では７校で実施しており（平
成３０年１２月現在）、早期の全校実
施を目指します。


